
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月１０日（火）に中央小学校で「ふれあいジャガジャガ交流会」が行われました。この交流会は、９月６日（金）に地

域の方々とともにジャガイモの種芋を植えるところから始まり、この日が４回目となりました。今回は、収穫したジャガイモを

調理して会食したり、児童によるジャガイモの観察記録やお礼の歌とダンスの発表会をしたりして地域の方々との交流を

深めました。一緒に育てたジャガイモをカレーライスにしてみんなが笑顔でおいしそうに食べたり、児童が進んで話したり

見せたりして地域の方々と関わったりする姿が印象的でした。この交流会を通して、地域の方々が地域のこどもたちを温

かく見守ったり、全力で応援したりしていることが伝わり、児童のいきいきとした姿を見ることができました。 

地域の方々と一緒に JA

しまねによるジャガイモ

の育て方学習会を受けて

から種芋を植えました。 

大きく育ったジャガイモの皮をていねいにむいて、切って

調理しました。ピーラーや包丁が初めての児童が多く、苦

戦していましたが、最後まで真剣そのものでした。地域の

方々の接し方がやさしさにあふれていました。 

観察記録を使って地域の

方と会話を楽しみまし

た。児童の「伝えたい！」

があふれていました。 

 １２月２０日（金）にくにびきメッセ大展示室で盛大に開催されました。この発

表会は、令和元年度から令和３年度にかけて文部科学省の「地域との協働に

よる高等学校教育改革推進事業」の採択を受けて、「地域共創人」育成をめざ

して特色ある教育活動を推進してきた松江東高校の取組を多くの人々に発信

しようというものです。 

当日は、これまでの探求学習に関わってきた企業や団体、行政や一般の参

加者が６０名程度と、東高の１・２年生の生徒、関係者４００名程度が一堂に会

して活気ある発表会となりました。 

発表会は奇数・偶数グループごとに１５分間の発表・質疑応答を３セット行

い、２年生の探求学習の成果をじっくり確かめられました。参加者からの質問や

感想も活発にあり、探求はさらなる進化・発展を遂げていきそうな期待にあふれ

ていました。また、午後からは１年生と２年生の合同ワークショップもあり、探求

学習のエッセンスやポイントを伝えたり、共に確認したりしていました。持続可能

な形にして受け継がれる東高の探求学習に今後も期待します。 



お問い合わせ先 

生涯学習課（川神 拓人） 

TEL  55-5288 
FAX  55-5543 
E-mail:s-kikaku@city.matsue.lg.jp  E-mail:manabi@city.matsue.lg.jp 

お気軽にご連絡ください！ 

バックナンバー

はこちらから 

学校教育課 

 学び推進係（林 和博） 

TEL  55-5341 
FAX 55-5251  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ジャンボ名刺による交流の様子        意見交換の様子      最後に中学生企画（３月実施予定） 

の行事告知 

                                          

１２月２２日（日）に法吉公民館にて開催された表題の研修会には、松江第一中学校の生徒１０名と城西・城北・生

馬・法吉地区の青少年育成に関わる方や学校関係者など多くの方々が参加し、こどもたちの思いと地域の願いや思

いを意見交換しました。研修会前半で、講師の高橋椿太郎さん（「学び Design」共同代表）による講話を聴き、一中

校区の中学生と大人が各々に準備をしたジャンボ名刺を見せながら交流をスタートさせました。高橋さん曰く、つなが

りづくりの第一歩は、「価値観の共有」ということで、このジャンボ名刺を使った交流は、大変有意義でした。 

また後半は、中学生たちが地域の中で「やってみたい」ことや「参加できる」ということを、大人たちが中学生にこん

な活動（活躍）を「期待している」ということを意見交換しました。 

今後中学生たちの「やってみたい」を実現可能なものにして、各地域で実践できるようにさらなる話し合いや集い

が設けられると思います。地域の中で生き生きと活動するこどもたちの育成に向けてのきっかけになったと感じました。 

１２月５日（木）に市民活動センターにて表題の第８回の講座「支援の必要なこどもの理解と接し方」の２回目を実

施しました。１回目は６月に開催し、支援の必要なこどもの特性や支援の仕方についての基礎知識を発達・教育相談

支援センター（エスコ）の教育指導講師である小脇洋先生に指導していただきました。２回目となった今回も、小脇先

生といっしょに支援の必要なこどもにどのように対応するといいのかについて、具体的なこどもの様子を例に挙げな

がら話していただきました。その後は、各クラブ・教室でのこどもの対応で困っていることに対してグループで対応のア

イディアを出し合うワークショップを行いました。発見や共感、学びや納得感のある講座になりました。 
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